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③第２分科会
　「2030SDGsカードゲーム」
　サスティナブルな未来を手にする行動の選択を考える

有限会社レイズ　人材育成コンサルタント
増田　知乃

１�．カードゲーム「2030 SDGs（ニイゼロサンゼロ エスディージーズ）」
とは

　SDGsの17の目標を達成するために、現在から2030年までの道のりを体験
するカードゲームを公認ファシリテーターとして担当させていただきまし
た。このワークショップは、さまざまな価値観や違う目標を持つ人がいる私
たちの世界に、なぜSDGsが必要なのか、SDGsがあることで社会はどんな変
化を手にするのかと、私たちの可能性を体験的に理解するためのものです。
SDGsの17の目標と169のターゲットを１つ１つ解説する座学ではない分、参
加者が楽しみながら本質を理解することができるワークショップとなってい
ます。

２．ワークショップの構成
①　まずはSDGsに関する基本知識をおさらいします。
　2016年から2030年にかけて７世界が17の目標達成に向かうことを合意した
背景や必要性と共に、基本的な説明から始めます。SDGsでは発展途上国に
向けた活動だけではなく、先進国を含めた世界全体が取り組むべき目標が掲
げられていますが、知識があるとその分ワークショップ参加時の理解が進み
ます。

②　カードゲームの実施
　このカードゲームのルールはいたってシンプルです。プレイヤーに与えら

れたお金と時間を使って、世界にインパクトを与えるプロジェクト活動を行
いながら、最終的に個人や社会のゴールを達成するまでの過程をたどります。
世界が目指すSDGsのゴールは17ありますが、個人の目標はもっとシンプル
に「お金、時間、思い、意思」と多様な世界の価値感で構成されている役割
を担ってゲームは進行します。

③　前半と後半の気づき
　カードゲームの前半では、多くの方が「自分の目標達成」を追い求めてプ
ロジェクト活動を行います。中間発表で「私たち」が築き上げた世界の状況
を振り返った時に、やっと世界に目を向けることができる方が多く、ファシ
リテーターが誘導せずとも自分はこの世界にインパクトを与える大切な存在
であることに気づき、周囲との協力でゴールを目指し始めます。

④　多様性を尊重する
　個人の目標達成後はゲームに参加しない人がいたり、終始社会貢献に時間
もお金も費やす人がいたりと、個人の価値感が顕著に表れるところがこの
ゲームの面白いところであり、今回も皆さんに協力を求める声掛けを積極的
に行う方がいたり、他者に惑わされず我が道を行こうとなさる方がいたりと、
現実社会の縮図としてワークショップの世界が構成されていました。

⑤　気づきを現実に
　ゲーム実施中の気づきは現実社会に還元し、自分はどのように2030年を目
指すのか、ゴールを手にするためにどんな一歩を踏み出すかを考え、自身の
人生とも向き合い、自己選択、自己決定を促進するための振り返りを経てワー
クショップは終了します。

３．ワークショップを振り返って
　たった２時間でこれだけの気づきを得るパワフルなカードゲームではあり
ますが、ファシリテーターから気づきや行動選択を強要されることはありま
せん。社会の一員としての自己を顧みて内省が深まったと感じる方もいれば、
さっそく活動を開始するぞ！と頼もしい方もいるのが現実社会です。今回参
加された皆さんがどのような気づきをもってご自身やご自身のこれから、社
会のこれからを向き合っていかれるのかが楽しみになる２時間を過ごしまし
た。
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34 35①「地域を教材に」

４．起業教育に関する実践報告

岡山県立岡山南高等学校
教諭　熱田みちる

１．はじめに
　本校は、明治35年に「岡山県岡山市立商業学校」という名称の女学校とし
て設立された。のちに家庭学科を併設する共学校「岡山県立岡山南高等学校」
として再編され現在に至る。県下最大規模の専門高校として、岡山県の専門
教育を常にリードしてきたという自負があり、その歴史と伝統は「南高ブラ
ンド」として地域に認識され、現在も活発に地域連携事業を行うことで知ら
れている。他校でも同じような取組は存在するが、地域への波及効果を狙っ
てか、多くの地元企業が本校を選んで協働事業が計画されることが多く、各
事業所にとっては社会貢献を通じたイメージ戦略、生徒にとっても貴重な体
験の場となり、ウインウインの関係を構築している。

２．本校における地域連携事業
　本校には、様々な地域連携事業が存在している。「実行部隊」とも呼べる
のが、３年選択授業「課題研究」の「トップマネジメント」という講座であり、
校内では「トップ」の略称で呼ばれている。毎年30 ～ 35名程度の履修者で
活動を行っており、授業でありながら活動の特性上、「先行メンバー」とし
て２年生から動く生徒を募っている。先行メンバーは、２年生後半で事業の
引継ぎや新事業立ち上げのために活動することで、課題研究でありながら、
授業の枠を超えた特別活動として、また、継続した取組として成立すること
ができている。

高校における実践報告
①「地域を教材に～生徒主体の地域連携事業で育てる力～」




